『こんまり流ときめき整理収納法』　

はじめに－この本はリバウンド率ゼロ。
一度習えば、二度と散らからない、「こんまり流ときめき整理収納法」を書いた本　　　http://www.youtube.com/watch?v=B9ci-nlVU8o&feature=related
本当の片づけとは？
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片づけても、片づけても、片づかないのはなぜ？
・部屋の乱れは心の乱れ、問題の本質から目をそらす、ごまかし

・片づけを習ったことがないから、片づけられない。
・片づけられないタイプは三つ

①捨てられない。
②モノが元に戻せない。
③捨てられないし、元に戻せない。
正しい片づけの方法
・片づけの順番―「モノ別」に必ず正しい順番で片づける｡
いつ？
・セルフイメージの劇的変化⇒生き方そのものの変容を迫られた時

　人生のリセットを迫られた時

・片づけは祭り。年に１～２回

どのように？
・一気に正しく片づけると、部屋は一気に片づく。
①捨てるかどうか、見極めること

②モノの定位置を決めること　　⇒　収納へ
・触ったときに、ときめくか？

・まず、捨てる。　　　　　　　⇒　使いやすい収納を考える。
一気に判断する。⇒ときめくものだけを残す。
・捨てるモノを家族に見せてはいけない。
・片づけられない家族に対する一番の対処法は、
まず、自分のモノを片づけることから。
人のモノは勝手に処分しない。できる限り後にまわす。⇒　変化
・｢貰う｣と｢あげる｣の原則⇒自分や相手にときめきの基準があるか、相手はお金を払ってでも要るか、欲しがっているか。
・できる限り、早朝の時間帯、クリアな空気感の中で、
必要なら主張のない環境音楽のようなものを流しながら、
自分の内なる心の声との対話し､感謝の気持ちを持って「捨てる」。
・捨てられないモノに対する、本当の役割を考えてあげる。
⇒どんなモノも基本的に、役目を終えたものは、感謝して捨てる。
・※売れるモノは売る⇒本、衣類、ブランドグッズ、小物

・モノを捨てきる前に「収納のワザ」に走ってはいけない。
具体的な、捨てる手順
１　衣類
・家じゅうの収納場所からすべて出して、集め、床に積み上げる。

・必ず、一つずつ触って判断する。

・いつどこにいても最高に自分がときめく、
セルフイメージが高まるもののみを選ぶ。

・オフシーズンのモノは

①急に気温が変わったら、今すぐ着たいと思うか

②次の季節にぜひ、会いたいか　　　　　　　　　で判断する。

①トップス（セーター、シャツなど）
②ボトムス（ズボン、スカートなど）

③はおるもの（ジャケット、コート、スーツなど）

④靴下類
⑤下着類
⑥バッグ
⑦小物（マフラー、ベルト、帽子、ハンカチなど）

⑧イベントもの（水着、スキーウェア、浴衣など）

⑨靴
２　本類
・いつか読むと思っている本はすべて片づける。

３　書類
・未処理コーナーは必ず、１か所。絶対に分散させない。

空っぽが基本

・期限まで保存（契約書など）、

資料などで活用しながら保存（契約書以外－マニュアルなど）

・全捨てが基本
・年賀状－住所録として１年分。ときめきのあるものだけ残す。

・使用済みの通帳－処分

・給与明細書－処分
４　小物類
・ＣＤ、ＤＶＤ類、　　　　　・スキンケア用品
・メイク用品　　　　　　　　・アクセサリー
・貴重品（印鑑、通帳、カード類）

・機械類（関連部品、コード類）

・生活用具（文房具、裁縫用具）、生活用品（薬、洗剤、ディッシュ）

　トイレ用品、　バス用品、　清掃用品

・キッチン用品、食料品　　　・趣味の品

５　思い出の品・プレゼント類
・まず、気持ちを受け取る。
・趣味に合わない、ときめかないものは

「受け取った瞬間のときめきに感謝」をして捨てる。

使いやすい、ときめく収納の方法
・たたむ収納とかける収納の特長と収納力の差を知る。
・用途別に、高さなどで分類して、立てて使う。

・たたむときは、触って、洋服へのいたわりや愛情や感謝を。
・補修の必要性や買い替えのタイミングを見計らいながら収納。
・かけて収納する必然性のあるものをカテゴリー別にかける。

・原理原則は右肩上がり。
・色はグラデェーション。手前を明るい色、奥を濃い色で。

・よく使うものは手前に、たまに使うものは奥に

・収納用品はかけて吊るすか、引出し型。
人生がキラキラ輝く「ときめき収納レッスン」
■乙女の整理収納レッスン　http://ameblo.jp/konmari/
１　衣類

・すべて、立てる収納、シンプルな長方形、ゴールデンポイント

・かけて収納する必然性のあるものをカテゴリー別にかける。

コート、ワンピース、ジャケット、パンツ、スカート、ブラウス

・洋服ダンスやコートかけの原理原則は右肩上がり。

・靴下もストッキングも結んではいけない。
・衣替えもできるだけ簡単に。小物類に限り、できる限りしない。

①トップス（セーター、シャツなど）
②ボトムス（ズボン、スカートなど）

③はおるもの（ジャケット、コート、スーツなど）

④靴下類
⑤下着類
⑥バッグ
⑦小物（マフラー、ベルト、帽子、ハンカチなど）

⑧イベントもの（水着、スキーウェア、浴衣など）

⑨靴
	


	



	


	



	


	



	


	ちょっとわかりづらいですが、上の部分を少し残して谷折りにたたんだところです。
縦長の形に揃え、たたんでいきます。

	


	上の形になったところを、３つ折りにしてたたみます。

	


	



	
	



	[image: image12.jpg]



	



	


	



	[image: image16.jpg]ettt

e





右上がりとグラデェ―ション
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バッグ　in　バッグ





２　本類

３　書類

４　小物類

５　思い出の品

人生がキラキラ輝く「ときめき収納レッスン」
①まず捨てきってから
・収納は「限界までシンプル」にしてから
・収納場所は「分散させない」－「持ち主別」か「モノ別」

・ストック品を把握し、最小限の適量に減らす。
・適正量のカチッとポイントがくるまで、減らしつづける。

②コーナー別担当者の意識
・コーナーは一人一か所、一点集中収納法

・三歳の子でも、自分で片づけができるようになる。

子どもでも意識
・誰にでも、自分だけの聖域が絶対に必要
・家全体の片づけをしようと思うときは、まず、

自分だけのモノを自分で選び、自分のコーナーをつくるのが基本。順番が命
・行動動線と使用頻度は無視してもオーケー
③誰でも元に戻せるようにするためのポイント
・元に戻せない原因は「しまう手間が面倒くさい」か、

「しまう場所がわからない」かのどちらか。

・家にある「あらゆるモノの定位置」を決める。

・モノを選ぶときは自分の心体に聞き、置き場所を決めるときは家に聞く。
・すべて、定位置を一つ残らず決める。物置小屋にしない。

④家とモノを元に、幸せになるための意識
・「何を捨てるべきなのか、はっきり見えてきた」

「モノの置き場所が自然とわかるようになった」

…この感覚をより早くつかめるようになる、とっておきの方法は、帰ったらおうちに向かって「ただいま」と声をかけること。

これが、レッスンの第一の課題

・かつて感じたことのない爽快感を味わい、これからの人生に対する自信を手に入れる。⇒モノが増えない⇒リバウンドなし⇒価値観
・自分のときめきの感情を信じて行動すると、すべてがうまくいく。
・残ったモノを大切にすればするほど、
モノは「あなたの味方」になる。
・モノをねぎらう。持ちモノ一つひとつに対して、
その日一日、自分を支えてくれたことに、

ちゃんとできる限り毎日毎日感謝する、という課題を果たす。
・部屋に「ただいま！」　⇒　モノにも意識がある　⇒　感謝
・靴に「今日はお疲れ様！」「昨日はお疲れ様！」⇒　靴箱へ

・着替えは氣換え

「今日はいい仕事したね！」と服にねぎらう。一時置き場で休憩
・洗濯物を洗濯モノ用かごへ。⇒　ねぎらって、キレイに洗う。
・バッグの中身の整理と明日の準備
・収納とは、モノのおうちを決める神聖な行為。
・本棚の一番上の段を「マイ神棚」にする。目線より高いところに置くのがポイント。

お守りは授かりもの。有効期限後（１年後）には神社やお寺に返すのが決まり。現役のお守りは持ち歩くのがベスト。

・一流選手が道具を神聖なモノとして扱い、ていねいに手入れをし、大事にするというのはよく聞く話。モノの力を感じている証。

モノは大切に扱われれば、必ず持ち主に応えてくれる。

・片づけの裏テーマは「部屋を神社のような空間にすること。
自分が住む家を清らかな空気の漂うパワースポットにすること」

⑤落ち着けるようにするための更なる工夫

・床には何も置かない。視界に何も入らない。

・本棚をクロゼットに仕込む。
・積まない、基本は「立てて収納」⇒意識が変わる

・靴の箱、名刺入れのプラスチックケース、プラ透明ケース、タッパーの活用、余れば捨てる。

・バッグはバッグの中に取っ手を出してシーンや季節別に収納、

・バッグは毎日空にする。⇒いつも使うバッグを二つ持つ。
⇒入れ替える⇒整理整頓と補充、廃棄

・押入れを活用する基本の収納法

①天袋に季節もの―スキー用品、ひな人形など

②季節ものの洋服は引出し。

③布団は上段、下段は季節ものの家電製品を。

・浴室とキッチンシンクには何も置かない。

・見られたくないものはクロゼットの中に飾る。

・衣類は買ったらすぐにパッケージから出し、タグをはずす。

・収納を開いたときに見える、普段見えないところの「情報の多さ」がざわざわ感をつくり出している。

・その感情を信じて行動すると、信じられないくらい、いろんなことがどんどんつながりはじめ、人生が劇的に変化していく。まるで、人生に魔法がかかったかのように。

さらに、人生がドラマチックに変わる片づけの魔法
・部屋を片づけると、なぜか本当にやりたいことが見つかる
・自分がほんとうに好きなモノの根っこは、時が当たっても変わらない。その根っこを見つけるのに片づけは大いに役立つ。
・片づけをしたら、自分のやりたいことがはっきりし、見つかる。

・毎日の中で、「好きなこと」を意識する時間が自然と増えて、
ふだんの生活がいきいきとしてくる。
・人生をドラマチックに変える「片づけの魔法」効果を実感できる。
・足すことよりも引くことのほうがはるかに大事
・物事を判断するときの基準をしっかり持てるようになったことで、大いに自分自身に自信がついてくる。
・自分の持っているモノや身につけているモノ、
…自分の置かれている環境については、少なくとも私にとっては、一つ残らず、本当に大好きで愛おしくて大切で、素晴らしいものに囲まれて生きているという、自信と感謝の思いがわく。

・過去に対する執着と未来に対する不安
⇒「今、自分にとって必要なモノ」をはっきりさせる。
今、自分が持っているモノにていねいに向き合い、いらないモノを減らしていく。
・自分の価値観が大切になり、その後の人生の選択に迷いが少なくなる。迷いなく、自分が選択したことに情熱を注ぐとこができれば、より大きなことを成し遂げられるはず。
こんまり流仕事術

①おうちにあいさつ、してますか？
・仕事で訪問したときに、家の中心あたりの床に正座して、「●○さんがもっともっと幸せに過ごせる空間がつくれますように！」と沈黙の儀式をしている。

・片づけは、家を出ていくモノたちの門出を祝うお祭りだと思っているので、きちんとした格好をしたくなる。
⇒ジャケットとワンピース
・きちんとした格好で、おうちに敬意を示し、あいさつして片づけを始めると、心地よく暮らすための気づきをおうちが教えてくれる。

・片づけとは、いつも自分を支えてくれる、おうちへの恩返しであるべき。
⇒どうすれば、おうちが喜ぶか
・あなたの持ちモノは、あなたの役に立ちたいと思っている。
・自分が選んだから、自分に必要だったから、偶然が重なって(必然)、今、あなたの部屋にモノがある。
・モノとのご縁は、人と人とのご縁と同じくらい、貴重で尊い出会いなのだ。
・だから、そのモノがあなたの部屋にやってきたのには、
必ず意味がある。
・モノは、捨てられて燃やされたとしても
「あなたの役に立ちたい」というエネルギーは残る。
・手放したモノとまったく同じ分だけ、戻ってくる。

②お部屋と体はつながっている
・体にデトックス効果が出る。
⇒見た目の印象がすっきり、肌や瞳がキラキラ
・空気がきれい　⇒掃除がしやすい⇒次なる課題が明確になる。
足るを知る・物欲がなくなる

⇒服を捨てるとお腹がスッキリする。
本や書類を捨てると頭が軽くなる。

コスメを減らし水回りをスッキリすると、お肌がツルンとなる。
③「片づけると運気が上がる」は本当か？
⇒ときめきが増えれば増えるほど、運気は上がっている。

・風水の基礎は陰陽五行⇒モノにはそれぞれ違う気が宿っているから、それぞれの性質に合ったモノの扱い方をしましょう」
自然に即した生活をしよう。
・本当に大切なモノは光っている。

・自分が持っているモノ一つひとつに対して、迷いなく「大好き！」と思えるモノだけに囲まれた生活。
これこそが人生最大の幸せ。

これを「片づけの魔法」と呼ばずして、いったいなんと呼べばいいのでしょう。

④片づけの裏テーマ

・「部屋を神社のような空間にすること。
・自分が住む家を清らかな空気の漂うパワースポットにすること」

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以上皆みな様からの学びです。

ありがとうございます。2012.6.2
こんまり流風水のことが載っていましたが、

メモを忘れました。

ネット上よりのメモです。

風水（ふうすい）
風水の本質は、気を操ることにある。

古来より中国にこんな言葉がある。

「一命、二運、三風水、四積陰徳、五読書」
古代中国の思想で、都市、住居、建物、墓などの位置の吉凶禍福を決定するために用いられてきた。

気の流れを物の位置で制御する思想。「堪輿（かんよ）」ともいう。風水では都市や住居（すなわち生者の居住空間）を「陽宅（ようたく）」、墳墓（すなわち死者の居住空間）を「陰宅（いんたく）」と呼んで区別している。
そのよろしきを得れば、死者は永く幸を受け、生者はその子孫繁栄するという。
古代からの相宅や相墓といった占いの技術が陰陽

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%A1%8C%E6%80%9D%E6%83%B3" \o "五行思想" 五行説に基づきつつ総合されて成立した。
風水には地理の別名があり、天文がかっては狭義の天文学と天象を基にした占いのアマルガムであったように、風水も狭義の地理学と地理を基にした占いのアマルガムであった。

そのため風水は大別すると、
(1)地形読破の術である「巒頭(らんとう)」と
(2)時間によって変化する天地間の気を判断する「理気(りき)」とに別れる。
(1)巒頭は、その土地の気の勢いや質を地形等の形成を目で見える有形のもので判断する方法であり、形法、形勢派、巒体派などとも呼ばれる。
(2)理気は陰陽五行や八卦、易理（易）、方位など目に見えないもので判断する方法であり、理法、理気派、屋宅派などとも呼ばれる。

ただし、日本においては風水が完全に成立する以前の一部の理論のみが陰陽道や家相として取り入れられて、中国本土とは別の形で独自の発展を遂げた。近年、風水という名称で行なわれている占いの多くは、風水そのものではなく、家相術や九星気学などのアレンジに過ぎない。

『こんまり流ときめき整理収納法』　

はじめに－この本はリバウンド率ゼロ。
一度習えば、二度と散らからない、「こんまり流ときめき整理収納法」を書いた本

http://www.youtube.com/watch?v=B9ci-nlVU8o&feature=related

次の人生で何が必要で何がいらないか、

何をやめるべきかが、はっきりとわかるようになる。
人生にときめき、ドラマチックな変化

新しい人生のスタート
①まずは、「捨てる」を終わらせる。
一気に、短期に、完璧に片づける。
⇒「過去に片をつけた」

②リバウンドしない。きれいな部屋をキープしつづける。

③仕事も家庭も、人生全般がうまくいきはじめるのを実感できる。

家の中を劇的に片づけると、その人の考え方や生き方、そして、人生までが劇的に変わってしまう。⇒※意識レベル・マインドの変化
④何に囲まれて生きたいか、という個人的な価値観
『人生がときめく片づけの魔法』　　［目次］
②リバウンドしない。きれいな部屋をキープしつづける。

③仕事も家庭も、人生全般がうまくいきはじめるのを実感できる。

家の中を劇的に片づけると、その人の考え方や生き方、そして、人生までが劇的に変わってしまう。⇒※意識レベル・マインドの変化
④何に囲まれて生きたいか、という個人的な価値観
『人生がときめく片づけの魔法』　　［目次］
第１章　片づけても、片づけても、片づかないのはなぜ？
・片づけを習ったことがないから、片づけられない
⇒正しい方法を学ぶ。

・一気に片づけるとリバウンドする」にだまされないで！
⇒一気に正しく片づけると、部屋は一気に片づく。
・片づけは目に見える形で必ず結果が表れる。
・「毎日すこしずつの片づけ習慣」では一生片づかない
⇒意識を変えないかぎり、人は習慣を変えられない。
・意識の変化を劇的に起こす。⇒生活習慣の変化

・片づけでやるべきことはたった二つ

①捨てるかどうか、見極めること

②モノの定位置を決めること

・部屋の乱れは心の乱れ、問題の本質から目をそらす、ごまかし

・目をそらしていた問題に気づかされ、解決せざるを得なくなる。人生のリセットを迫られる。

・人生が大きく動きはじめていく。

・片づけは単なる手法であって、それ自体が目的ではない。

⇒その後、どう生きるか。

・片づけには「モノ別」という順序がある。

・片づけられないタイプは三つ

①捨てられない。
②モノが元に戻せない。
③捨てられないし、元に戻せない。
・片づけは祭り。日常の片づけは元に戻す。毎日やる必要はない。
・年に１～２回

・セルフイメージの劇的変化⇒生き方そのものの変容を迫られる。

・清らかな空気の流れる静かな空間で、１日を振り返る至福の時間。

・本当の幸せを実感する心豊かな毎日
第２章 まずは「捨てる」を終わらせる
・一気に、短期に、完璧に、まずは「捨てる」を終わらせる
・感動!!　意識の変化と正しいマインド
・「理想の暮らし」を考える。⇒具体的なイメージ
・なぜ、そんな暮らしがしたいのか？⇒本当の幸せ
・触ったときに、ときめくか？

・捨てるには手順がある。⇒収納
・同じカテゴリーのモノはまとめて、一気に判断すること

・モノ別にして、一か所に集める。⇒床に広げて、山積みにする

⇒一気に判断する。⇒ときめくものだけを残す。
・捨てるモノを家族に見せてはいけない。
・片づけられない家族に対する一番の対処法は、まず、自分のモノを片づけることから。
・｢貰う｣と｢あげる｣の原則⇒自分や相手にときめきの基準があるか、お金を払っても要るか、欲しいか。
・できる限り、早朝の時間帯、クリアな空気感の中で、必要なら主張のない環境音楽のようなものを流しながら、自分の内なる心の声との対話しながら「捨てる」。
⇒①生まれ変わりの儀式　②棚卸　③年中行事　イベント祭り
・直観と思考
・捨てられないモノに対する、本当の役割を考えてあげること。

⇒※どんなモノも基本的に、感謝して捨てる。
第３章　「モノ別」に片づけるとこんなにうまくいく
・片づけの順番―「モノ別」に必ず正しい順番で片づける｡
・空間は過去の自分ではなく、未来の自分のために使うべき

・ストック品を把握し、最小限の適量に減らす。
・適正量のカチッとポイントがくるまで、減らしつづける。

・かつて感じたことのない爽快感を味わい、これからの人生に対する自信を手に入れる。⇒モノが増えない⇒リバウンドなし⇒価値観
・自分のときめきの感情を信じて行動すると、すべてがうまくいく。
・その感情を信じて行動すると、信じられないくらい、いろんなことがどんどんつながりはじめ、人生が劇的に変化していく。まるで、人生に魔法がかかったかのように。

・片づけは、人生がときめく一番の魔法
第４章　人生がキラキラ輝く「ときめき収納レッスン」
・家にある「あらゆるモノの定位置」を決める
・部屋に「ただいま！」　⇒　モノにも意識
・靴に「今日はお疲れ様！」「昨日はお疲れ様！」⇒靴箱へ

・着替えは氣換え

「今日はいい仕事したね！」と服にねぎらう。一時置き場

・洗濯物を洗濯モノ用かごへ。

・バッグの中身の整理と明日の準備

・すべて、定位置を一つ残らず決める。物置小屋にしない。
・モノを捨てる前に「収納のワザ」に走ってはいけない　
・床には何も置かない。視界に何も入らない。

・本棚をクロゼットに仕込む。
・収納は「限界までシンプル」にしてから
・収納場所は「分散させない」－「持ち主別」か「モノ別」

・コーナーは一人一か所、一点集中収納法

・三歳の子でも、自分で片づけができるようになる。子どもでも意識
・誰にでも、自分だけの聖域が絶対に必要
・家全体の片づけをしようと思うときは、まず、自分だけのモノを自分で選び、自分のコーナーをつくるのが基本。順番が命
・行動動線と使用頻度は無視してもオーケー
・元に戻せない原因は「しまう手間が面倒くさい」か、「しまう場所がわからない」かのどちらか。

・モノを選ぶときは自分の心体に聞き、置き場所を決めるときは家に聞く。
・積まない、基本は「立てて収納」⇒意識が変わる

・靴の箱、名刺入れのプラスチックケース、プラ透明ケース、タッパーの活用、余れば捨てる。

・バッグはバッグの中に取っ手を出してシーンや季節別に収納、

・バッグは毎日空にする。⇒いつも使うバッグを二つ持つ。⇒入れ替える⇒整理整頓と補充、廃棄

・押入れを活用する基本の収納法

①天袋に季節もの―スキー用品、ひな人形など

②季節ものの洋服は引出し。

③布団は上段、下段は季節ものの家電製品を。

・浴室とキッチンシンクには何も置かない。

・本棚の一番上の段を「マイ神棚」にする。目線より高いところに置くのがポイント。

お守りは授かりもの。有効期限後（１年後）には神社やお寺に返すのが決まり。現役のお守りは持ち歩くのがベスト。

片づけの裏テーマは「部屋を神社のような空間にすること。自分が住む家を清らかな空気の漂うパワースポットにすること」

・見られたくないものはクロゼットの中に飾る。

・衣類は買ったらすぐにパッケージから出し、タグをはずす。

・収納を開いたときに見える、普段見えないところの「情報の多さ」がざわざわ感をつくり出している。

・大切にすればするほど、モノは「あなたの味方」になる。
・モノをねぎらう。持ちモノ一つひとつに対して、その日一日、自分を支えてくれたことにちゃんとできる限り、毎日感謝する、課題を果たす。
・一流選手が道具を神聖なモノとして扱い、ていねいに手入れをし、大事にするというのはよく聞く話。モノの力を感じている証。モノは大切に扱われれば、必ず持ち主に応えてくれる。

・収納とは、モノのおうちを決める神聖な行為。
第５章　人生がドラマチックに変わる片づけの魔法
・部屋を片づけると、なぜかやりたいことが見つかる
・自分がほんとうに好きなモノの根っこは、時が当たっても変わらない。その根っこを見つけるのに片づけは大いに役立つ。
・片づけをしたら、自分のやりたいことが見つかる。

・毎日の中で、「好きなこと」を意識する時間が自然と増えて、ふだんの生活がいきいきとしてくる。
・人生をドラマチックに変える「片づけの魔法」効果　ほか）

・足すことよりも引くことのほうがはるかに大事

・「片づけの魔法」と私が呼ぶその効果が人生に及ぼす影響は絶大。

・物事を判断するときの基準をしっかり持てるようになったことで、大いに自分自身に自信がついた。

・自分の持っているモノや身につけているモノ、…自分の置かれている環境については、少なくとも私にとっては、一つ残らず、本当に大好きで愛おしくて大切で、素晴らしいものに囲まれて生きているという自信と感謝の思いがある。

・過去に対する執着と未来に対する不安⇒「今、自分にとって必要なモノ」をはっきりさせる。今、自分が持っているモノにていねいに向き合い、いらないモノを減らしていく。
・自分の価値観が大切になり、その後の人生の選択に迷いが少なくなる。

・迷いなく、自分が選択したことに情熱を注ぐとこができれば、より大きなことを成し遂げられるはず。
・「モノがなくてもなんとかなる」と思えるようになる。⇒マインドが変わる。⇒判断の責任を人に委ねなくなる⇒すべては自分の判断。大事なのは自分がどう行動するべきか。

・決断力が磨かれていく。

・おうちにあいさつ、してますか？

仕事で訪問したときに、家の中心あたりの床に正座して、「●○さんがもっともっと幸せに過ごせる空間がつくれますように！」と沈黙の儀式をしている。

・片づけは、家を出ていくモノたちの門出を祝うお祭りだと思っているので、きちんとした格好をしたくなる。

・きちんとした格好で、おうちに敬意を示し、あいさつして片づけを始めると、心地よく暮らすための気づきをおうちが教えてくれる。

・「何を捨てるべきなのか、はっきり見えてきた」「モノの置き場所が自然とわかるようになった」…この感覚をより早くつかめるようになる、とっておきの方法は、帰ったらおうちに向かって「ただいま」と声をかけること。これが、レッスンの第一の課題

・片づけとは、いつも自分を支えてくれる、おうちへの恩返しであるべき。⇒どうすれば、おうちが喜ぶか

・あなたの持ちモノは、あなたの役に立ちたいと思っている。

・自分が選んだから、自分に必要だったから、偶然が重なって、今、あなたの部屋にモノがある。

・モノとのご縁は、人と人とのご縁と同じくらい、貴重で尊い出会いなのです。だから、そのモノがあなたの部屋にやってきたのには、必ず意味がある。

・モノは、捨てられて燃やされたとしても「あなたの役に立ちたい」というエネルギーは残る。

・手放したモノとまったく同じ分だけ、戻ってくる。
・お部屋と体はつながっている

・体にデトックス効果が出る。⇒見た目の印象がすっきり、肌や瞳がキラキラ

・空気がきれい⇒掃除がしやすい⇒次なる課題が明確になる。

足るを知る・物欲がなくなる

⇒服を捨てるとお腹がスッキリする。

本や書類を捨てると頭が軽くなる。

コスメを減らし水回りをスッキリすると、お肌がツルンとなる。

・「片づけると運気が上がる」は本当か？⇒ときめきが増えれば増えるほど、運気は上がっている。

・風水の基礎は陰陽五行⇒モノにはそれぞれ違う気が宿っているから、それぞれの性質に合ったモノの扱い方をしましょう」自然に即した生活をしよう。

・本当に大切なモノは光っている。

・自分が持っているモノ一つひとつに対して、迷いなく「大好き！」と思えるモノだけに囲まれた生活。これこそが人生最大の幸せ。

これを「片づけの魔法」と呼ばずして、いったいなんと呼べばいいのでしょう。
・本当の人生は「片づけたあと」に始まる。

・あなたが本当にときめくことに大いに時間と情熱を注ぐ。

・あなたの使命を見つけるために片づけを役立てる。

・残すと決めたものを大切にする

こんまりこと近藤麻理恵さんの片付け法、

順番－お店の陳列棚の中から大好きなときめくモノのみを選ぶ
・「何を捨てるべきなのか、はっきり見えてきた」「モノの置き場所が自然とわかるようになった」…この感覚をより早くつかめるようになる、とっておきの方法は、帰ったらおうちに向かって「ただいま」と声をかけること。これが、レッスンの第一の課題

１　衣類

・家じゅうの収納から出して、床に積み上げること。

・一つずつ触って判断すること。

・いつどこにいても最高に自分がときめく、セルフイメージが高まるものを選ぶ。

・オフシーズンのモノ

①急に気温が変わったら、今すぐ着たいと思うか

②次の季節にぜひ、会いたいか
・たたむ収納とかける収納の収納力

・たたむときは、触って、洋服へのいたわりや愛情や感謝

・すべて、立てる収納、シンプルな長方形、ゴールデンポイント

・かけて収納する必然性のあるものをカテゴリー別にかける。

コート、ワンピース、ジャケット、パンツ、スカート、ブラウス

・洋服ダンスやコートかけの原理原則は右肩上がり。

・色はグラデェーション。手前を明るい色、奥を濃い色で。

・靴下もストッキングも結んではいけない。

・衣替えもできるだけ簡単に。小物類に限り、できる限りしない。

・収納用品はかけて吊るすか、引出し型。
①トップス（セーター、シャツなど）
②ボトムス（ズボン、スカートなど）

③はおるもの（ジャケット、コート、スーツなど）

④靴下類
⑤下着類
⑥バッグ
⑦小物（マフラー、ベルト、帽子、ハンカチなど）

⑧イベントもの（水着、スキーウェア、浴衣など）

⑨靴
２　本類
・いつか読むと思っている本はすべて片づける。

３　書類
・未処理コーナーは必ず、１か所。絶対に分散させない。空っぽが基本

・期限まで保存（契約書など）、資料などで活用しながら保存（契約書以外－マニュアルなど）

・全捨てが基本
・年賀状－住所録として１年分。

・使用済みの通帳－処分

・給与明細書－処分
４　小物類
・ＣＤ、ＤＶＤ類、

・スキンケア用品、　　　　　・メイク用品

・アクセサリー　　　　　　　・貴重品（印鑑、通帳、カード類）

・機械類（関連部品、コード類）

・生活用具（文房具、裁縫用具）、生活用品（薬、洗剤、ディッシュ）

　トイレ用品、　バス用品、　清掃用品

・キッチン用品、食料品　　　・趣味の品

５　思い出の品・プレゼント類
・まず、気持ちを受け取る。
・趣味に合わない、ときめかないものは「受け取った瞬間のときめきに感謝」をして捨てる。

・大切にすればするほど、モノは「あなたの味方」になる。
・モノをねぎらう。持ちモノ一つひとつに対して、その日一日、自分を支えてくれたことにちゃんとできる限り、毎日感謝する、課題を果たす。
風水（ふうすい）
風水の本質は、気を操ることにある。

古来より中国にこんな言葉がある。

「一命、二運、三風水、四積陰徳、五読書」
古代中国の思想で、都市、住居、建物、墓などの位置の吉凶禍福を決定するために用いられてきた。

気の流れを物の位置で制御する思想。「堪輿（かんよ）」ともいう。風水では都市や住居（すなわち生者の居住空間）を「陽宅（ようたく）」、墳墓（すなわち死者の居住空間）を「陰宅（いんたく）」と呼んで区別している。
そのよろしきを得れば、死者は永く幸を受け、生者はその子孫繁栄するという。
古代からの相宅や相墓といった占いの技術が陰陽

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%A1%8C%E6%80%9D%E6%83%B3" \o "五行思想" 五行説に基づきつつ総合されて成立した。
風水には地理の別名があり、天文がかっては狭義の天文学と天象を基にした占いのアマルガムであったように、風水も狭義の地理学と地理を基にした占いのアマルガムであった。

そのため風水は大別すると、
(1)地形読破の術である「巒頭(らんとう)」と
(2)時間によって変化する天地間の気を判断する「理気(りき)」とに別れる。
(1)巒頭は、その土地の気の勢いや質を地形等の形成を目で見える有形のもので判断する方法であり、形法、形勢派、巒体派などとも呼ばれる。
(2)理気は陰陽五行や八卦、易理（易）、方位など目に見えないもので判断する方法であり、理法、理気派、屋宅派などとも呼ばれる。

ただし、日本においては風水が完全に成立する以前の一部の理論のみが陰陽道や家相として取り入れられて、中国本土とは別の形で独自の発展を遂げた。近年、風水という名称で行なわれている占いの多くは、風水そのものではなく、家相術や九星気学などのアレンジに過ぎない。

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以上皆みな様からの学びです。

ありがとうございます。2012.6.2
①生まれ変わりの儀式　人生の棚卸　


③祭り、イベント、年中行事、


③直観と思考を磨く、トレーニングの一つ


④空間は過去の自分ではなく、未来の自分のために使うべき


⑤大掃除をするための準備


・意図、目的、目標を定める。「どうなりたいか！」


・何に囲まれて生きたいか、という個人的価値観をもっているか｡


・わかっているなら、すんなり、できそうなら


イメージを


シンプルに、はっきり、すっきり、


「言葉」や「写真」や「絵」などで、設定する。


・「理想の暮らし」を考える。⇒具体的なイメージ


・なぜ、そんな暮らしがしたいのか？⇒本当の幸せとは？


・目をそらしていた問題に気づかされ、解決せざるを得なくなる。


・初めは具体的なイメージが持てなくても、逆に、人生のリセットを迫られる。





人生にときめき、ドラマチックな変化を起こす。


・新しい人生のスタートをきる。


・⇒意識の変化を劇的に起こす。


・まず、意識、マインドを変えて、


次に、習慣を変える。


・感動!!　意識の変化と正しいマインドをしっかりさせる。











まずは、「捨てる」を終わらせる。


一気に、短期に、完璧に片づける。


⇒「過去に片をつけた」


次の人生で「何が必要」で「何がいらない」か、「何をやめるべきか」が、


はっきりとわかるようになる。











何に囲まれて生きたいか、という個人的な価値観がはっきりする。


・仕事も家庭も、人生全般がうまくいきはじめるのを実感できる。


・家の中を劇的に片づけると、


その人の考え方や生き方、そして、


人生までが劇的に変わってしまう。


⇒意識レベル・マインドの変化が実感できる。








⇒生活習慣の変化


・リバウンドしない。きれいな部屋をキープしつづける。


・捨てる。


・元に戻す。


・必要なものだけを買い足す。


・生活がしやすく、掃除がしやすい。





・本当の人生は「片づけたあと」に始まる。


・人生が大きく動きはじめる。





・あなたが本当にときめくことに大いに時間と情熱を注ぐ。


・清らかな空気の流れる静かな空間で、


１日を振り返るゆとりある、至福の時間がイメージでき、


実現できている。


・本当の幸せを実感する心豊かな毎日がイメージできている。


・「片づけの魔法」と私が呼ぶその効果が人生に及ぼす影響は絶大。


・片づけは、人生がときめく一番の魔法





・「モノがなくてもなんとかなる」と思えるようになる。


⇒マインドが変わる。


⇒判断の責任を人に委ねなくなる


⇒すべては自分の判断。大事なのは自分がどう行動するべきか。


・決断力が磨かれていく。





・あなたの使命を見つけるために、片づけが役立っている。











意図、目的を定める。どうなりたいか！


わかりやすいイメージを


シンプルに、はっきり、すっきり、設定する　








